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った点は、Network DEAモデル、さらに部門間の結合度を考慮可能な Constrained 
Network DEA (CNDEA)モデルの新たな導入と共に本論文のオリジナリティーを
示すものとして評価できる。 
3. 本論文に示される研究成果をより具体的、効果的、明確に表すために、論文の構成、
章、節のタイトル、論理の流れをもう少し工夫できるのではないか。 
4. 非効率性の要因分析は評価できるが、この成果をより具体的な政策提言に結びつけ
ることが効果的であり、また望まれる。 
5. モデルの適用対象として日米比較を試みているが、価格支配力が異なる両者に対す
る価格非効率性の部分の結論は当然とも思えるが、それらを数値的に明示した点は
評価できる。異なるモデルによる異なる結果がそれぞれどのような評価が得られる
のか、違いをどう説明するか、といった点でより詳細な議論があると良い。 
6. 各種モデルを提案する中で、データ調整、パラメタ設定という操作は結果にも大き
く影響する重要な問題である。この点については、難しい課題ではあるが、少しで
も何らかの理論的記述があると良い。 
 
上記のコメントに対して、著者は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最
終確認を経た上で各審査委員との了解を得た上で博士論文最終版として提出させることに
した。審査委員は、このような手続きを経ることに合意し、本論文が本学博士論文として
妥当であると結論付けた。 
